
(57)【要約】

【課題】簡単に適切な位置に温度センサが取り付けられ

、測定精度にも優れた電子体温計を提供する。

【解決手段】　先端に開口部を有する内部中空の筐体１

０と、リード線２２によって、筐体１０の内部から開口

部を介して筐体外部に引き出される温度センサ２１と、

開口部を塞ぐキャップ３０と、を備えた電子体温計にお

いて、筐体１０の先端に、温度センサ２１を位置決めす

る位置決め手段が備えられていることを特徴とする。

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 先 端 に 開 口 部 を 有 す る 内 部 中 空 の 筐 体 と 、
　 リ ー ド 線 に よ っ て 、 前 記 筐 体 の 内 部 か ら 前 記 開 口 部 を 介 し て 筐 体 外 部 に 引 き 出 さ れ る 温
度 セ ン サ と 、
　 前 記 開 口 部 を 塞 ぐ キ ャ ッ プ と 、
を 備 え た 電 子 体 温 計 に お い て 、
　 前 記 筐 体 の 先 端 に 、 前 記 温 度 セ ン サ を 位 置 決 め す る 位 置 決 め 手 段 が 備 え ら れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 電 子 体 温 計 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 位 置 決 め 手 段 は 、 前 記 温 度 セ ン サ を 前 記 キ ャ ッ プ の 内 壁 面 に 押 し 当 て た 状 態 で 前 記
リ ー ド 線 を 保 持 す る リ ー ド 線 保 持 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 体 温 計
。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 温 度 セ ン サ は 、 前 記 リ ー ド 線 保 持 部 に 接 触 し な い 位 置 に 設 け ら れ る と 共 に 、
　 該 温 度 セ ン サ は 、 前 記 リ ー ド 線 保 持 部 及 び リ ー ド 線 の う ち の 少 な く と も い ず れ か 一 方 の
弾 性 力 に よ っ て 、 前 記 キ ャ ッ プ の 内 壁 面 に 押 し 当 て ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記
載 の 電 子 体 温 計 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 温 度 セ ン サ は 、 接 着 剤 に よ っ て 前 記 キ ャ ッ プ の 内 壁 面 に 接 着 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ３ に 記 載 の 電 子 体 温 計 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 温 度 セ ン サ は 、 前 記 リ ー ド 線 保 持 部 と 前 記 キ ャ ッ プ の 内 壁 面 に よ っ て 挟 み 込 ま れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 子 体 温 計 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 リ ー ド 線 保 持 部 は 、 前 記 開 口 部 の 開 口 端 縁 の 一 部 が 延 出 さ れ た 延 出 部 に よ り 構 成 さ
れ て お り 、
　 該 延 出 部 に は 前 記 リ ー ド 線 が 通 る 隙 間 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ～ ５
の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 電 子 体 温 計 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 延 出 部 は 、
　 前 記 筐 体 の 長 手 方 向 に 突 出 し た 突 出 部 と 、
　 該 突 出 部 の 先 端 か ら 折 れ 曲 が っ た 折 れ 曲 が り 部 と 、
を 有 し て お り 、
　 前 記 開 口 部 の 開 口 端 縁 と 前 記 折 れ 曲 が り 部 と の 間 の 隙 間 に 前 記 リ ー ド 線 が 通 る よ う に 構
成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 電 子 体 温 計 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 折 れ 曲 が り 部 に は 、 前 記 リ ー ド 線 の 位 置 ず れ を 防 止 す る 溝 が 形 成 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 電 子 体 温 計 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 溝 の 底 面 は 、 前 記 突 出 部 の 先 端 に 向 か う に つ れ て 、 前 記 キ ャ ッ プ の 内 壁 面 に 近 づ く
方 向 に 傾 斜 す る 傾 斜 面 に よ り 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 電 子 体 温
計 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 延 出 部 は 、
　 前 記 筐 体 の 長 手 方 向 に 突 出 し た 突 出 部 と 、
　 該 突 出 部 の 先 端 付 近 に 形 成 さ れ 、 前 記 リ ー ド 線 は 通 る こ と が で き 、 か つ 、 前 記 温 度 セ ン
サ は 通 る こ と が で き な い 大 き さ の 貫 通 孔 と 、
を 有 し て お り 、
　 該 貫 通 孔 に 、 前 記 リ ー ド 線 が 通 る よ う に 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の
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電 子 体 温 計 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 延 出 部 は 、
　 前 記 筐 体 の 長 手 方 向 に 突 出 し た 突 出 部 と 、
　 該 突 出 部 の 先 端 に 形 成 さ れ た Ｖ 字 溝 部 と 、
を 有 し て お り 、
　 前 記 Ｖ 字 溝 部 に よ っ て 、 前 記 リ ー ド 線 が 挟 み 込 ま れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載
の 電 子 体 温 計 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 位 置 決 め 手 段 は 、 前 記 温 度 セ ン サ 自 体 を 前 記 筐 体 の 先 端 に 保 持 す る 温 度 セ ン サ 保 持
部 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 体 温 計 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 温 度 セ ン サ は 、 前 記 温 度 セ ン サ 保 持 部 と キ ャ ッ プ の 内 壁 面 に よ っ て 挟 み 込 ま れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 電 子 体 温 計 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 温 度 セ ン サ は 、 前 記 温 度 セ ン サ 保 持 部 に 接 着 に よ り 固 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ２ ま た は １ ３ に 記 載 の 電 子 体 温 計 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 温 度 セ ン サ を 有 す る 電 子 体 温 計 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 子 体 温 計 は 、 一 般 的 に 、 先 端 に 開 口 部 を 有 す る 内 部 中 空 の 筐 体 と 、 筐 体 の 開 口 部 を 塞
ぐ 熱 伝 導 性 の 良 い 材 料 か ら な る キ ャ ッ プ と を 備 え て い る 。 そ し て 、 リ ー ド 線 に よ っ て 筐 体
の 内 部 か ら 筐 体 外 部 に 引 き 出 さ れ た 温 度 セ ン サ が 、 キ ャ ッ プ の 内 壁 面 に 当 接 さ れ て い る 。
こ の よ う に 構 成 さ れ た 電 子 体 温 計 を 用 い て 、 腋 の 下 等 に キ ャ ッ プ の 部 分 を 一 定 時 間 押 し 当
て る こ と で 、 体 温 を 測 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 電 子 体 温 計 に お い て は 、 測 定 精 度 を 高 め る た め に は 、 温 度 セ ン サ を キ ャ ッ プ
の 内 壁 面 の 適 切 な 位 置 に 当 接 さ せ る 必 要 が あ る 。 温 度 セ ン サ の 取 り 付 け 方 法 の 代 表 例 を 、
図 １ ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ ２ は 従 来 例 に 係 る 温 度 セ ン サ の 取 り 付 け 構 造 を 示 す 模 式
的 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ ２ （ Ａ ） に 示 す 例 に お い て は 、 キ ャ ッ プ １ ０ ０ の 内 壁 面 に 温 度 セ ン サ ２ ０ ０ の 一 部
が 接 着 剤 Ｓ ０ に よ っ て 接 着 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 温 度 セ ン サ ２ ０ ０ を 適 切 な 位 置 に 接 着
す る た め に は 、 温 度 セ ン サ ２ ０ ０ を キ ャ ッ プ １ ０ ０ の 内 壁 面 に 接 着 し て か ら 、 キ ャ ッ プ １
０ ０ を 筐 体 に 取 り 付 け る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 温 度 セ ン サ ２ ０ ０ を 引 き 出 す た め の リ ー
ド 線 と 、 筐 体 内 部 に 設 け ら れ る 電 子 基 板 と の 接 続 部 に 悪 影 響 を 与 え な い よ う に 注 意 を 払 わ
な け れ ば な ら な い な ど 、 作 業 工 程 が 複 雑 に な り 、 コ ス ト が か か っ て し ま う な ど の 問 題 が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ ２ （ Ｂ ） に 示 す 例 に お い て は 、 キ ャ ッ プ １ ０ ０ の 内 部 の 先 端 部 分 に 接 着 剤 Ｓ １ を 充
填 し 、 温 度 セ ン サ ２ ０ ０ を 固 定 す る こ と に よ っ て 、 キ ャ ッ プ １ ０ ０ の 内 壁 面 に 温 度 セ ン サ
２ ０ ０ が 当 接 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 温 度 セ ン サ ２ ０ ０ を 所 望 の 位 置 に 固 定 し 難 く 、 接 着
剤 の 量 が 多 く な っ て し ま う 問 題 が あ る 。 ま た 、 熱 容 量 が 大 き く な る た め 、 体 温 を 測 定 す る
の に 必 要 な 測 定 時 間 が 長 く な っ て し ま う と い う 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ ２ （ Ｃ ） に 示 す 例 に お い て は 、 リ ー ド 線 ２ ０ １ を 螺 旋 状 に し て 、 キ ャ ッ プ １ ０ ０ の
内 部 を 這 わ せ る こ と で 、 弾 性 的 に 温 度 セ ン サ ２ ０ ０ が キ ャ ッ プ １ ０ ０ の 内 壁 面 に 当 接 さ れ
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て い る 。 こ の 場 合 、 温 度 セ ン サ ２ ０ ０ の キ ャ ッ プ １ ０ ０ の 内 壁 面 に 対 す る 接 触 状 態 が 不 安
定 に な り や す く 、 測 定 誤 差 が 発 生 し 易 い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う に 、 い ず れ の 方 法 に お い て も 、 各 種 問 題 が あ り 、 温 度 セ ン サ の 取 り 付 け 方 法 に
は 、 未 だ 課 題 を 残 し て い る 。 特 に 、 近 年 、 腋 の 下 な ど に 挟 み 込 み や す い よ う に 、 キ ャ ッ プ
の 形 状 を 平 た く し た も の が 知 ら れ て い る が 、 こ の 場 合 、 測 定 精 度 を 高 く す る た め に は 、 商
品 間 で 温 度 セ ン サ の 取 り 付 け 位 置 に ば ら つ き が 生 じ な い よ う に 、 決 ま っ た 位 置 （ 例 え ば 中
央 付 近 ） に 温 度 セ ン サ を 固 定 し な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 キ ャ ッ プ の 先 端 は 比 較 的 衝 撃 を
受 け や す い た め 、 キ ャ ッ プ 先 端 付 近 に 温 度 セ ン サ を 固 定 す る と 、 衝 撃 に よ っ て 温 度 セ ン サ
が キ ャ ッ プ の 内 壁 面 か ら 剥 が れ て し ま う な ど の お そ れ が あ る 。 そ の た め 、 温 度 セ ン サ は 、
キ ャ ッ プ の 先 端 か ら 離 れ た 位 置 に 固 定 す る の が 望 ま し い 。 し か し な が ら 、 上 記 の 各 種 方 法
で は 、 精 度 良 く 定 め ら れ た 位 置 に 温 度 セ ン サ を 固 定 す る の が 難 し く 、 特 に 、 キ ャ ッ プ の 先
端 か ら 離 れ た 位 置 に 精 度 良 く 温 度 セ ン サ を 固 定 す る の が 非 常 に 難 し か っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 関 連 す る 技 術 と し て は 、 特 許 文 献 １ ～ ３ に 開 示 さ れ た も の が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ １ １ ４ １ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ８ ４ ３ ２ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ４ ０ ７ ７ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 簡 単 に 適 切 な 位 置 に 温 度 セ ン サ が 取 り 付 け ら れ 、 測 定 精 度 に も 優 れ た
電 子 体 温 計 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 以 下 の 手 段 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 電 子 体 温 計 は 、
　 先 端 に 開 口 部 を 有 す る 内 部 中 空 の 筐 体 と 、
　 リ ー ド 線 に よ っ て 、 前 記 筐 体 の 内 部 か ら 前 記 開 口 部 を 介 し て 筐 体 外 部 に 引 き 出 さ れ る 温
度 セ ン サ と 、
　 前 記 開 口 部 を 塞 ぐ キ ャ ッ プ と 、
を 備 え た 電 子 体 温 計 に お い て 、
　 前 記 筐 体 の 先 端 に 、 前 記 温 度 セ ン サ を 位 置 決 め す る 位 置 決 め 手 段 が 備 え ら れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 筐 体 の 先 端 に 温 度 セ ン サ を 位 置 決 め す る 位 置 決 め 手 段 が 備 え ら れ て い
る た め 、 キ ャ ッ プ を 筐 体 に 嵌 め る だ け で 、 キ ャ ッ プ に 対 す る 温 度 セ ン サ の 位 置 を も 定 め る
こ と が で き る 。 従 っ て 、 簡 単 に 適 切 な 位 置 に 温 度 セ ン サ を 取 り 付 け る こ と が で き る 。 こ れ
に よ り 、 組 み 立 て 効 率 を 高 め る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 位 置 決 め 手 段 は 、 前 記 温 度 セ ン サ を 前 記 キ ャ ッ プ の 内 壁 面 に 押 し 当 て た 状 態 で 前 記
リ ー ド 線 を 保 持 す る リ ー ド 線 保 持 部 で あ る と よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 リ ー ド 線 保 持 部 に よ っ て リ ー ド 線 が 保 持 さ れ て 、 温 度 セ ン サ は キ ャ ッ プ の
内 壁 面 に 押 し 当 て ら れ る の で 、 温 度 セ ン サ が 適 切 な 位 置 に 取 り 付 け ら れ る こ と と 相 俟 っ て
、 測 定 精 度 が 向 上 す る 。 ま た 、 こ の よ う な 保 持 方 法 に よ れ ば 、 大 量 の 接 着 剤 を 必 要 と し な
い の で 、 熱 容 量 が 小 さ く な り 、 応 答 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 温 度 セ ン サ は 、 前 記 リ ー ド 線 保 持 部 に 接 触 し な い 位 置 に 設 け ら れ る と 共 に 、
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　 該 温 度 セ ン サ は 、 前 記 リ ー ド 線 保 持 部 及 び リ ー ド 線 の う ち の 少 な く と も い ず れ か 一 方 の
弾 性 力 に よ っ て 、 前 記 キ ャ ッ プ の 内 壁 面 に 押 し 当 て ら れ る と よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に す れ ば 、 温 度 セ ン サ か ら リ ー ド 線 保 持 部 に 熱 が 逃 げ に く く 、 短 時 間 で 精 度 の
高 い 温 度 測 定 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 前 記 温 度 セ ン サ は 、 接 着 剤 に よ っ て 前 記 キ ャ ッ プ の 内 壁 面 に 接 着 さ れ る と よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う に す れ ば 、 温 度 セ ン サ の 接 触 状 態 を よ り 一 層 安 定 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 温 度 セ ン サ は 、 前 記 リ ー ド 線 保 持 部 と 前 記 キ ャ ッ プ の 内 壁 面 に よ っ て 挟 み 込 ま れ る
こ と も 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う に す れ ば 、 接 着 剤 等 に よ る こ と な く 、 温 度 セ ン サ の 接 触 状 態 を 安 定 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 前 記 リ ー ド 線 保 持 部 は 、 前 記 開 口 部 の 開 口 端 縁 の 一 部 が 延 出 さ れ た 延 出 部 に よ り
構 成 さ れ て お り 、
　 該 延 出 部 に は 前 記 リ ー ド 線 が 通 る 隙 間 が 設 け ら れ て い る と よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ こ で 、 前 記 延 出 部 は 、
　 前 記 筐 体 の 長 手 方 向 に 突 出 し た 突 出 部 と 、
　 該 突 出 部 の 先 端 か ら 折 れ 曲 が っ た 折 れ 曲 が り 部 と 、
を 有 し て お り 、
　 前 記 開 口 部 の 開 口 端 縁 と 前 記 折 れ 曲 が り 部 と の 間 の 隙 間 に 前 記 リ ー ド 線 が 通 る よ う に 構
成 さ れ る と よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 折 れ 曲 が り 部 に は 、 前 記 リ ー ド 線 の 位 置 ず れ を 防 止 す る 溝 が 形 成 さ れ て い る と よ い
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う に す れ ば 、 リ ー ド 線 の 位 置 ず れ が 防 止 さ れ る た め 、 温 度 セ ン サ の 取 り 付 け 位 置
の 精 度 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 溝 の 底 面 は 、 前 記 突 出 部 の 先 端 に 向 か う に つ れ て 、 前 記 キ ャ ッ プ の 内 壁 面 に 近 づ く
方 向 に 傾 斜 す る 傾 斜 面 に よ り 構 成 さ れ て い る と よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 リ ー ド 線 に 無 理 な 負 荷 が か か っ て し ま う こ と を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 前 記 延 出 部 は 、
　 前 記 筐 体 の 長 手 方 向 に 突 出 し た 突 出 部 と 、
　 該 突 出 部 の 先 端 付 近 に 形 成 さ れ 、 前 記 リ ー ド 線 は 通 る こ と が で き 、 か つ 、 前 記 温 度 セ ン
サ は 通 る こ と が で き な い 大 き さ の 貫 通 孔 と 、
を 有 し て お り 、
　 該 貫 通 孔 に 、 前 記 リ ー ド 線 が 通 る よ う に 構 成 さ れ る こ と も 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 更 に 、 前 記 延 出 部 は 、
　 前 記 筐 体 の 長 手 方 向 に 突 出 し た 突 出 部 と 、
　 該 突 出 部 の 先 端 に 形 成 さ れ た Ｖ 字 溝 部 と 、
を 有 し て お り 、
　 前 記 Ｖ 字 溝 部 に よ っ て 、 前 記 リ ー ド 線 が 挟 み 込 ま れ る こ と も 好 適 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 前 記 位 置 決 め 手 段 は 、 前 記 温 度 セ ン サ 自 体 を 前 記 筐 体 の 先 端 に 保 持 す る 温 度 セ ン
サ 保 持 部 で あ る こ と も 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 温 度 セ ン サ は 、 前 記 温 度 セ ン サ 保 持 部 と キ ャ ッ プ の 内 壁 面 に よ っ て 挟 み 込 ま れ る と
よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 記 温 度 セ ン サ は 、 前 記 温 度 セ ン サ 保 持 部 に 接 着 に よ り 固 定 さ れ る と よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 上 記 各 構 成 は 、 可 能 な 限 り 組 み 合 わ せ て 採 用 し 得 る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 簡 単 に 適 切 な 位 置 に 温 度 セ ン サ を 取 り 付 け る こ
と が で き 、 測 定 精 度 も 向 上 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 下 に 図 面 を 参 照 し て 、 こ の 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 、 実 施 例 に 基 づ い て 例
示 的 に 詳 し く 説 明 す る 。 た だ し 、 こ の 実 施 例 に 記 載 さ れ て い る 構 成 部 品 の 寸 法 、 材 質 、 形
状 、 そ の 相 対 配 置 な ど は 、 特 に 特 定 的 な 記 載 が な い 限 り は 、 こ の 発 明 の 範 囲 を そ れ ら の み
に 限 定 す る 趣 旨 の も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 （ 実 施 例 １ ）
　 図 １ ～ 図 ８ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 電 子 体 温 計 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は
本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 電 子 体 温 計 の 筐 体 の 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係
る 電 子 体 温 計 の 筐 体 の 先 端 付 近 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 電 子
体 温 計 の 筐 体 の 先 端 付 近 に お い て 温 度 セ ン サ が 引 き 出 さ れ た 様 子 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図
４ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 電 子 体 温 計 の 先 端 付 近 に お い て リ ー ド 線 を 保 持 さ せ た 様 子 を
示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ５ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 電 子 体 温 計 に お い て 筐 体 に キ ャ ッ プ を
取 り 付 け る 様 子 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ６ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 電 子 体 温 計 に お け る
筐 体 と キ ャ ッ プ の 取 り 付 け 前 の 様 子 を 示 す 模 式 的 断 面 図 で あ る 。 図 ７ は 本 発 明 の 実 施 例 １
に 係 る 電 子 体 温 計 に お け る 筐 体 に キ ャ ッ プ を 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 模 式 的 断 面 図 で あ る 。
図 ８ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 電 子 体 温 計 の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ＜ 電 子 体 温 計 ＞
　 特 に 、 図 ８ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 電 子 体 温 計 全 体 の 構 成 等 に つ い て 説 明
す る 。 図 示 の よ う に 、 本 実 施 例 に 係 る 電 子 体 温 計 は 、 先 端 に 開 口 部 を 有 す る 内 部 中 空 の 筐
体 １ ０ と 、 筐 体 １ ０ の 開 口 部 を 塞 ぐ キ ャ ッ プ ３ ０ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 筐 体 １ ０ に は 、 測 定 さ れ た 温 度 等 が 表 示 さ れ る 表 示 部 １ １ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 筐
体 １ ０ の 内 部 に は 、 後 述 す る 温 度 セ ン サ （ サ ー ミ ス タ ） に よ っ て 検 出 さ れ た 信 号 の 処 理 を
行 い 、 表 示 部 １ １ に 温 度 を 表 示 す る た め の 電 子 回 路 が 形 成 さ れ た 電 子 基 板 等 が 備 え ら れ て
い る 。 な お 、 こ の 電 子 基 板 等 に つ い て は 公 知 技 術 で あ る の で 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。 キ ャ
ッ プ ３ ０ は 、 例 え ば Ｓ Ｕ Ｓ な ど の 熱 伝 導 性 の 良 い 部 材 に よ り 構 成 さ れ て お り 、 そ の 内 壁 面
に は 、 後 述 す る よ う に 温 度 セ ン サ が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 電 子 体 温 計 を 用 い て 、 腋 の 下 等 に キ ャ ッ プ ３ ０ の 部 分 を 一 定 時
間 押 し 当 て る こ と で 、 体 温 を 測 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ＜ リ ー ド 線 保 持 部 ＞
　 本 実 施 例 に 係 る 電 子 体 温 計 は 、 筐 体 １ ０ の 先 端 に 、 温 度 セ ン サ を 筐 体 １ ０ の 外 部 に 引 き
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出 す た め の リ ー ド 線 を 保 持 す る リ ー ド 線 保 持 部 が 設 け ら れ て い る 。 こ の リ ー ド 線 保 持 部 に
つ い て 、 特 に 、 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 こ の リ ー ド 線 保 持 部 は 、 温 度 セ
ン サ を 位 置 決 め す る た め の 位 置 決 め 手 段 と し て の 役 割 を 担 う も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 筐 体 １ ０ の 先 端 に は 、 上 記 の 通 り 開 口 部 が 設 け ら れ て お り 、 開 口 部 付 近 に は 、 キ ャ ッ プ
３ ０ を 固 定 す る た め の 環 状 の 溝 １ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 筐 体 １ ０ の 先 端 に は 、 開
口 端 縁 の 一 部 が 延 出 さ れ た 延 出 部 １ ３ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 延 出 部 １ ３ が 、 リ ー ド 線 を
保 持 す る た め の リ ー ド 線 保 持 部 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 実 施 例 に お い て は 、 延 出 部 １ ３ は 、 筐 体 １ ０ の 長 手 方 向 に 突 出 し た 突 出 部 １ ３ ａ と 、
こ の 突 出 部 １ ３ ａ の 先 端 か ら 折 れ 曲 が っ た 折 れ 曲 が り 部 １ ３ ｂ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 そ
し て 、 折 れ 曲 が り 部 １ ３ ｂ に は 、 リ ー ド 線 の 位 置 ず れ を 防 止 す る た め の 溝 １ ３ ｃ が 形 成 さ
れ て い る 。 こ の 溝 １ ３ ｃ の 底 面 は 、 突 出 部 １ ３ ａ の 先 端 に 向 か う に つ れ て キ ャ ッ プ ３ ０ の
内 壁 面 に 近 づ く 方 向 に 傾 斜 す る 傾 斜 面 に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ＜ リ ー ド 線 の 保 持 ＞
　 特 に 、 図 ３ 及 び 図 ４ を 参 照 し て 、 リ ー ド 線 保 持 部 に よ る リ ー ド 線 の 保 持 の 仕 方 に つ い て
説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 温 度 セ ン サ （ サ ー ミ ス タ ） ２ １ は 、 リ ー ド 線 ２ ２ に よ っ て 、 筐 体 １
０ の 内 部 か ら 、 筐 体 １ ０ の 先 端 に 開 口 部 を 介 し て 、 筐 体 １ ０ の 外 部 に 引 き 出 さ れ る 。 こ こ
で 、 温 度 セ ン サ ２ １ の 引 き 出 し 量 （ 筐 体 １ ０ の 開 口 部 の 開 口 端 縁 か ら の 距 離 ） は 、 温 度 セ
ン サ ２ １ の キ ャ ッ プ ３ ０ の 内 壁 面 に 対 す る 固 定 位 置 に 影 響 す る の で 、 極 力 一 定 で あ る こ と
が 望 ま し い 。 こ の 引 き 出 し 量 を 一 定 に す る た め の 方 法 は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、
リ ー ド 線 ２ ２ の 端 部 が 固 定 さ れ る 不 図 示 の 電 子 基 板 の 固 定 位 置 が 定 ま っ て い る の で あ れ ば
、 リ ー ド 線 の ２ ２ の 長 さ を 一 定 に し て お け ば よ い 。 ま た 、 リ ー ド 線 ２ ２ に お け る 温 度 セ ン
サ ２ １ か ら 一 定 距 離 の 部 分 を 、 筐 体 １ ０ 内 部 の 定 め ら れ た 位 置 に 固 定 す る よ う に し て も 良
い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 そ し て 、 リ ー ド 線 ２ ２ を 、 筐 体 １ ０ の 先 端 の 開 口 端 縁 に 沿 う よ う に し て 、 延 出 部 １ ３ に
お け る 折 れ 曲 が り 部 １ ３ ｂ と 開 口 端 縁 と の 間 の 隙 間 に 入 れ 込 む こ と に よ っ て 、 リ ー ド 線 ２
２ は 延 出 部 １ ３ に 保 持 さ れ る 。 こ の と き 、 リ ー ド 線 ２ ２ は 、 折 れ 曲 が り 部 １ ３ ｂ に 形 成 さ
れ た 溝 １ ３ ｃ に 嵌 ま っ た 状 態 と な り 、 か つ 、 筐 体 １ ０ の 外 壁 面 よ り も 外 側 に 向 か っ て 撓 ん
だ 状 態 と な る 。 た だ し 、 上 記 の 通 り 、 溝 １ ３ ｃ の 底 面 は 傾 斜 面 に よ り 構 成 さ れ て い る の で
、 リ ー ド 線 ２ ２ が 無 理 に 折 れ 曲 が っ た 状 態 に な っ て し ま う こ と は な い 。 つ ま り 、 リ ー ド 線
２ ２ に 対 し て 垂 直 方 向 に 作 用 す る せ ん 断 力 を 抑 制 で き 、 リ ー ド 線 ２ ２ が 切 断 さ れ て し ま う
こ と を 防 止 で き る 。 な お 、 折 れ 曲 が り 部 １ ３ ｂ と 開 口 端 縁 と の 間 の 隙 間 は 、 温 度 セ ン サ ２
１ が 通 り 抜 け る こ と が で き な い 程 度 の 寸 法 に 設 定 す る こ と で 、 温 度 セ ン サ ２ １ が 隙 間 か ら
抜 け 出 し て し ま う こ と を よ り 確 実 に 防 止 す る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ＜ 温 度 セ ン サ の 固 定 ＞
　 特 に 、 図 ５ ～ 図 ７ を 参 照 し て 、 温 度 セ ン サ の 固 定 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 実 施 例 に お い て は 、 上 記 の よ う に リ ー ド 線 ２ ２ を 延 出 部 １ ３ に 保 持 さ せ た 後 に 、 キ ャ
ッ プ ３ ０ を 筐 体 １ ０ に 嵌 め る だ け で 、 温 度 セ ン サ ２ １ を 、 キ ャ ッ プ ３ ０ の 内 壁 面 の 所 望 の
位 置 に 押 し 付 け た 状 態 で 位 置 決 め さ せ る こ と が で き る 。 こ こ で 、 温 度 セ ン サ ２ １ は 、 上 記
の 通 り 、 筐 体 １ ０ の 外 壁 面 よ り も 外 側 に 飛 び 出 た 状 態 と な っ て い る 。 そ の た め 、 キ ャ ッ プ
３ ０ の 端 部 が 温 度 セ ン サ ２ １ に 当 た ら な い よ う に 、 キ ャ ッ プ ３ ０ の 中 心 を 温 度 セ ン サ ２ １
側 に ず ら し た 状 態 か ら 筐 体 １ ０ の 中 心 に 合 わ せ る よ う に 、 キ ャ ッ プ ３ ０ を 筐 体 １ ０ に 嵌 め
る こ と で 、 温 度 セ ン サ ２ １ が 破 損 し て し ま う こ と を 防 止 で き る （ 図 ５ 矢 印 参 照 ） 。
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【 ０ ０ ４ ７ 】
　 キ ャ ッ プ ３ ０ の 内 壁 面 に は 、 凸 部 ３ １ が 設 け ら れ て お り 、 キ ャ ッ プ ３ ０ を 筐 体 １ ０ の 先
端 に 嵌 め る と 、 凸 部 ３ １ が 筐 体 １ ０ の 先 端 付 近 に 設 け ら れ た 溝 １ ２ に 嵌 合 し 、 キ ャ ッ プ ３
０ は 筐 体 １ ０ の 先 端 に 固 定 さ れ る 。 キ ャ ッ プ ３ ０ を 筐 体 １ ０ の 先 端 に 嵌 め る 過 程 に お い て
、 温 度 セ ン サ ２ １ は キ ャ ッ プ ３ ０ の 内 壁 面 を 多 少 摺 接 し た 後 に 、 予 め 定 め ら れ た 所 望 の 位
置 に 位 置 決 め さ れ る 。 こ こ で 、 リ ー ド 線 ２ ２ が 延 出 部 １ ３ に 保 持 さ れ た 状 態 に お い て 、 温
度 セ ン サ ２ １ に 外 力 が 作 用 し て い な い 場 合 に は 、 上 記 の 通 り 、 温 度 セ ン サ ２ １ は 、 筐 体 １
０ の 外 壁 面 よ り も 外 側 に 飛 び 出 た 状 態 と な る 。 そ の た め 、 キ ャ ッ プ ３ ０ が 筐 体 １ ０ の 先 端
に 嵌 め ら れ た 状 態 に お い て は 、 リ ー ド 線 ２ ２ 及 び 延 出 部 １ ３ （ 特 に 、 折 れ 曲 が り 部 １ ３ ｂ
） の う ち の 少 な く と も い ず れ か 一 方 の 弾 性 力 に よ っ て 、 温 度 セ ン サ ２ １ は キ ャ ッ プ ３ ０ の
内 壁 面 に 弾 性 的 に 押 し 当 て ら れ た 状 態 と な る 。 こ の と き 、 温 度 セ ン サ ２ １ は 延 出 部 １ ３ か
ら 離 れ た 位 置 に あ り 、 温 度 セ ン サ ２ １ か ら 延 出 部 １ ３ に 熱 が 伝 わ っ て し ま う こ と を 抑 制 で
き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ こ で 、 上 記 の 弾 性 的 な 力 の み で 、 温 度 セ ン サ ２ １ を キ ャ ッ プ ３ ０ の 内 壁 面 に 十 分 固 定
で き な い 場 合 に は 、 接 着 剤 に よ っ て 確 実 に 固 定 さ せ る の が 望 ま し い 。 こ の 場 合 に お い て も
、 温 度 セ ン サ ２ １ の 先 端 、 及 び キ ャ ッ プ ３ ０ の 内 壁 面 の 所 望 の 位 置 の う ち 、 少 な く と も い
ず れ か 一 方 に 、 接 着 剤 を 塗 布 し て お き 、 キ ャ ッ プ ３ ０ を 筐 体 １ ０ の 先 端 に 嵌 め る だ け で 、
温 度 セ ン サ ２ １ を 所 望 の 位 置 に 接 着 さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 接 着 剤 に よ る 接 着 に 限 ら
ず 、 半 田 付 け や 溶 着 に よ り 、 よ り 確 実 に 固 定 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ＜ 本 実 施 例 の 優 れ た 点 ＞
　 本 実 施 例 に 係 る 電 子 体 温 計 に よ れ ば 、 リ ー ド 線 保 持 部 と し て 機 能 す る 延 出 部 １ ３ に よ っ
て リ ー ド 線 ２ ２ が 保 持 さ れ て 、 温 度 セ ン サ ２ １ が キ ャ ッ プ ３ ０ の 内 壁 面 に 押 し 当 て ら れ る
の で 、 簡 単 に 、 所 望 の 適 切 な 位 置 に 、 温 度 セ ン サ ２ １ を 取 り 付 け る こ と が で き る 。 特 に 、
測 定 し 易 い よ う に 、 キ ャ ッ プ ３ ０ を 平 た い 形 状 と し て も （ 図 ５ ， ８ 参 照 ） 、 適 切 な 位 置 （
先 端 か ら 離 れ た 位 置 で あ っ て 、 幅 方 向 の 中 央 付 近 ） に 温 度 セ ン サ ２ １ を 位 置 決 め 固 定 さ せ
る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 所 望 の 適 切 な 位 置 に 温 度 セ ン サ ２ １ が 位 置 決 め さ れ る の で
、 測 定 精 度 を 向 上 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 で は 、 リ ー ド 線 ２ ２ を 延 出 部 １ ３ に 保 持 さ せ た 後 に 、 キ ャ ッ プ ３ ０ を 筐
体 １ ０ の 先 端 に 固 定 さ せ る だ け で 、 温 度 セ ン サ ２ １ を 位 置 決 め で き る の で 、 温 度 セ ン サ ２
１ の 取 り 付 け 作 業 性 に 優 れ て い る 。 従 っ て 、 上 述 し た 各 種 従 来 例 の よ う に 、 リ ー ド 線 の 接
続 部 に 悪 影 響 を 与 え な い よ う に 注 意 を 払 う 必 要 も な く 、 多 く の 接 着 剤 が 必 要 と な る こ と に
基 づ く 不 具 合 も な い 。 ま た 、 本 実 施 例 の よ う な 取 り 付 け 方 法 を 用 い な い 場 合 に は 、 リ ー ド
線 を 長 め に し て お き 、 キ ャ ッ プ に セ ン サ を 取 り 付 け て か ら キ ャ ッ プ を 筐 体 に 嵌 め な け れ ば
な ら ず 、 作 業 性 が 劣 る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 で は 、 温 度 セ ン サ ２ １ を 延 出 部 １ ３ に 接 触 し な い よ う に し た の で 、 温 度
セ ン サ ２ １ か ら 延 出 部 １ ３ に 熱 が 逃 げ に く く 、 短 時 間 で 精 度 の 高 い 温 度 測 定 が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 温 度 セ ン サ ２ １ を 接 着 剤 に よ っ て 接 着 し て お け ば 、 温 度 セ ン サ ２ １ の キ ャ ッ プ ３
０ の 内 壁 面 に 対 す る 接 着 状 態 を よ り 一 層 安 定 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 測 定 誤 差
を 一 層 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 に お い て は 、 リ ー ド 線 ２ ２ が 、 延 出 部 １ ３ に お け る 折 れ 曲 が り 部 １ ３ ｂ
に 形 成 さ れ た 溝 １ ３ ｃ に 嵌 ま っ た 状 態 で 保 持 さ れ る の で 、 リ ー ド 線 ２ ２ の 位 置 ず れ が よ り
確 実 に 防 止 さ れ る 。 そ し て 、 溝 １ ３ ｃ の 底 面 が 傾 斜 面 に よ り 構 成 さ れ る こ と で 、 リ ー ド 線
２ ２ が 無 理 に 折 れ 曲 が っ た 状 態 と な る こ と が 抑 制 さ れ 、 リ ー ド 線 ２ ２ が 切 断 さ れ て し ま う
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な ど 、 損 傷 し て し ま う こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 （ 実 施 例 ２ ）
　 図 ９ に は 、 本 発 明 の 実 施 例 ２ が 示 さ れ て い る 。 本 実 施 例 で は 、 リ ー ド 線 保 持 部 （ 延 出 部
） の 変 形 例 を 説 明 す る 。 そ の 他 の 基 本 的 な 構 成 お よ び 作 用 に つ い て は 実 施 例 １ と 同 一 な の
で 、 同 一 の 構 成 部 分 に つ い て は 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ９ は 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る リ ー ド 線 保 持 部 （ 延 出 部 ） の 斜 視 図 で あ る 。 本 実 施 例 に
お い て は 、 上 記 実 施 例 １ に お け る 保 持 部 （ 延 出 部 ） の 構 成 の み が 異 な っ て い る 。 本 実 施 例
に 係 る 延 出 部 １ ４ は 、 筐 体 の 長 手 方 向 に 突 出 し た 突 出 部 の 先 端 に 貫 通 孔 １ ４ ａ が 設 け ら れ
て い る 。 こ の 貫 通 孔 １ ４ ａ は 、 リ ー ド 線 ２ ２ は 通 る こ と が で き 、 温 度 セ ン サ ２ １ は 通 る こ
と が で き な い 大 き さ に 設 定 さ れ て い る 。 こ の 貫 通 孔 １ ４ ａ に リ ー ド 線 ２ ２ を 通 す よ う に し
て お く こ と で 、 上 記 実 施 例 １ の 場 合 と 同 様 に 、 温 度 セ ン サ ２ １ を キ ャ ッ プ の 内 壁 面 に 押 し
当 て た 状 態 で 、 リ ー ド 線 ２ ２ を 保 持 す る こ と が で き る 。 な お 、 本 実 施 例 の 場 合 に は 、 上 記
実 施 例 １ の 場 合 と は 異 な り 、 予 め 、 リ ー ド 線 ２ ２ を 貫 通 孔 １ ４ ａ に 通 し て 、 電 子 基 板 に リ
ー ド 線 の 端 部 を 接 続 し て か ら 、 電 子 基 板 を 筐 体 内 部 に 固 定 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 （ 実 施 例 ３ ）
　 図 １ ０ に は 、 本 発 明 の 実 施 例 ３ が 示 さ れ て い る 。 本 実 施 例 で は 、 リ ー ド 線 保 持 部 （ 延 出
部 ） の 変 形 例 を 説 明 す る 。 そ の 他 の 基 本 的 な 構 成 お よ び 作 用 に つ い て は 実 施 例 １ と 同 一 な
の で 、 同 一 の 構 成 部 分 に つ い て は 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 １ ０ は 本 発 明 の 実 施 例 ３ に 係 る リ ー ド 線 保 持 部 （ 延 出 部 ） の 斜 視 図 で あ る 。 本 実 施 例
に お い て は 、 上 記 実 施 例 １ に お け る 保 持 部 （ 延 出 部 ） の 構 成 の み が 異 な っ て い る 。 本 実 施
例 に 係 る 延 出 部 １ ５ は 、 筐 体 の 長 手 方 向 に 突 出 し た 突 出 部 の 先 端 が Ｙ 字 形 状 と な っ て お り
、 こ れ に よ り 、 そ の 先 端 に Ｖ 字 形 状 の Ｖ 字 溝 部 １ ５ ａ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 本 実 施
例 で は 、 こ の Ｖ 字 溝 部 １ ５ ａ に 、 リ ー ド 線 ２ ２ を 挟 み 込 む よ う に し て い る 。 こ れ に よ り 、
上 記 実 施 例 １ の 場 合 と 同 様 に 、 温 度 セ ン サ ２ １ を キ ャ ッ プ の 内 壁 面 に 押 し 当 て た 状 態 で 、
リ ー ド 線 ２ ２ を 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 （ 実 施 例 ４ ）
　 図 １ １ に は 本 発 明 の 実 施 例 ４ に つ い て 示 さ れ て い る 。 本 実 施 例 で は 、 温 度 セ ン サ を リ ー
ド 線 保 持 部 （ 延 出 部 ） と キ ャ ッ プ の 内 壁 面 に よ っ て 挟 み 込 ん だ 構 成 を 示 す 。 そ の 他 の 基 本
的 な 構 成 お よ び 作 用 に つ い て は 実 施 例 １ と 同 一 な の で 、 同 一 の 構 成 部 分 に つ い て は 、 そ の
説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 １ １ は 温 度 セ ン サ が 固 定 さ れ た 様 子 を 示 す 模 式 的 断 面 図 で あ る 。 な お 、 図 １ １ （ Ａ ）
は 上 記 実 施 例 １ の 場 合 を 示 し 、 図 １ １ （ Ｂ ） は 本 実 施 例 の 場 合 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 上 記 実 施 例 １ の 場 合 に は 、 図 １ １ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 温 度 セ ン サ ２ １ は 、 リ ー ド 線 保
持 部 で あ る 延 出 部 １ ３ に 接 触 し な い 位 置 に 設 け ら れ て い る 。 こ の 場 合 、 上 記 の よ う に リ ー
ド 線 ２ ２ や 延 出 部 １ ３ の 弾 性 力 に よ っ て の み 、 温 度 セ ン サ ２ １ は キ ャ ッ プ ３ ０ の 内 壁 面 に
押 し 当 て ら れ る た め 、 温 度 セ ン サ ２ １ の 固 定 が 不 十 分 な 場 合 が あ る 。 こ の 場 合 、 温 度 セ ン
サ ２ １ の キ ャ ッ プ ３ ０ の 内 壁 面 に 対 す る 接 触 部 Ｘ １ に 少 量 で は あ る が 接 着 剤 を 塗 布 し な け
れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ れ に 対 し て 、 本 実 施 例 で は 、 図 １ １ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 温 度 セ ン サ ２ １ を 、 リ ー ド
線 保 持 部 で あ る 延 出 部 １ ６ と 、 キ ャ ッ プ ３ ０ の 内 壁 面 に よ っ て 挟 み 込 む よ う に 構 成 し て い
る 。 こ れ に よ り 、 温 度 セ ン サ ２ １ の キ ャ ッ プ ３ ０ の 内 壁 面 に 対 す る 接 触 部 Ｘ ２ に 接 着 剤 を
塗 布 し な く て も 、 温 度 セ ン サ ２ １ を 当 該 内 壁 面 に 対 し て 確 実 に 固 定 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ６ ２ 】
　 た だ し 、 本 実 施 例 に お い て は 、 温 度 セ ン サ ２ １ が 延 出 部 １ ６ に 対 し て 接 触 す る た め 、 接
触 部 Ｘ ２ を 介 し て 、 温 度 セ ン サ ２ １ か ら 延 出 部 １ ６ に 熱 が 奪 わ れ て し ま う 。 そ こ で 、 温 度
セ ン サ ２ １ に 丸 み を 持 た せ る な ど し て 、 接 触 部 Ｘ ２ を 線 接 触 や 点 接 触 と す る こ と で 、 で き
る だ け 接 触 面 積 を 減 ら し て 、 熱 の 伝 導 を 抑 制 す る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 （ そ の 他 ）
　 こ れ ま で 説 明 し た 実 施 例 １ ～ ４ に お い て は 、 筐 体 の 先 端 に リ ー ド 線 を 保 持 す る リ ー ド 線
保 持 部 を 設 け て 、 こ の リ ー ド 線 保 持 部 に よ り リ ー ド 線 を 保 持 す る こ と に よ っ て 、 温 度 セ ン
サ を 位 置 決 め す る 場 合 の 構 成 を 説 明 し た 。 し か し な が ら 、 こ れ に 限 ら ず 、 筐 体 の 先 端 に リ
ー ド 線 を 保 持 す る こ と な く 、 あ る い は リ ー ド 線 を 保 持 す る と 共 に 、 筐 体 の 先 端 に 温 度 セ ン
サ 自 体 を 保 持 さ せ る 構 成 を 採 用 す る こ と に よ っ て 、 温 度 セ ン サ を 位 置 決 め す る こ と も で き
る 。 こ れ に よ り 、 上 記 各 実 施 例 の 場 合 と 同 様 に 、 温 度 セ ン サ を キ ャ ッ プ の 内 壁 面 に 押 し 当
て た 状 態 で 、 温 度 セ ン サ を 位 置 決 め す る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 筐 体 の 先 端 に 温 度 セ
ン サ を 接 着 剤 等 に よ り 固 定 さ せ た り 、 筐 体 の 先 端 に 温 度 セ ン サ が 嵌 ま り 込 む よ う な 構 造 を
設 け る こ と で 温 度 セ ン サ を 固 定 さ せ た り す る こ と が 挙 げ ら れ る 。 な お 、 上 述 し た 実 施 例 ２
～ ４ の 構 成 に 加 え て 、 各 実 施 例 に お け る 延 出 部 に 温 度 セ ン サ を 接 着 剤 等 に よ り 固 定 さ せ る
こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
【 図 １ 】 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 電 子 体 温 計 の 筐 体 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 電 子 体 温 計 の 筐 体 の 先 端 付 近 を 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 図 ３ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 電 子 体 温 計 の 筐 体 の 先 端 付 近 に お い て 温 度 セ ン サ
が 引 き 出 さ れ た 様 子 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 電 子 体 温 計 の 先 端 付 近 に お い て リ ー ド 線 を 保 持 さ
せ た 様 子 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 電 子 体 温 計 に お い て 筐 体 に キ ャ ッ プ を 取 り 付 け る
様 子 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 電 子 体 温 計 に お け る 筐 体 と キ ャ ッ プ の 取 り 付 け 前
の 様 子 を 示 す 模 式 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 電 子 体 温 計 に お け る 筐 体 に キ ャ ッ プ を 取 り 付 け た
状 態 を 示 す 模 式 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 電 子 体 温 計 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る リ ー ド 線 保 持 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 本 発 明 の 実 施 例 ３ に 係 る リ ー ド 線 保 持 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 温 度 セ ン サ が 固 定 さ れ た 様 子 を 示 す 模 式 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 従 来 例 に 係 る 温 度 セ ン サ の 取 り 付 け 構 造 を 示 す 模 式 的 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 １ ０ 　 筐 体
　 １ １ 　 表 示 部
　 １ ２ 　 溝
　 １ ３ 　 延 出 部
　 １ ３ ａ 　 突 出 部
　 １ ３ ｂ 　 折 れ 曲 が り 部
　 １ ３ ｃ 　 溝
　 １ ４ 　 延 出 部
　 １ ４ ａ 　 貫 通 孔
　 １ ５ 　 延 出 部
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　 １ ５ ａ 　 Ｖ 字 溝 部
　 １ ６ 　 延 出 部
　 ２ １ 　 温 度 セ ン サ
　 ２ ２ 　 リ ー ド 線
　 ３ ０ 　 キ ャ ッ プ
　 ３ １ 　 凸 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

(13) JP 2007-120963 A 2007.5.17



フロントページの続き

(72)発明者  新山　茂人
            京都府京都市右京区山ノ内山ノ下町２４番地　オムロンへルスケア株式会社内

(14) JP 2007-120963 A 2007.5.17


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

